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図 計画改定の方向性、および改定ポイントに対するこれまでの審議会ご意見 

 

食品ロスの削減について 

《取り組みの方向性》 

○ 情報発信・普及啓発の推進 

○ 販売店や飲食店との協力体制の充実 

○ 大学や教育機関との連携 

○ 関係団体との連携 

○ 事業者としての区の取り組みの推進 

《主なご意見》 

○ 子どもの教育について 

○ 見切り品等の情報発信について 

○ 関係部局との連携について 

○ 保管場所について               

など 
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○2R（リデュース・リユース）施策【継続】 

ごみのリサイクル（再生利用）や適正処理よりも、リデュース（発生抑制）、リユース（再使

用）が優先される原則の下、継続的な取り組みを進めます。 

○食品ロス対策【新規・強化】 （※計画改定ポイントとして取り上げ） 

リデュース施策の中でも、食品ロス対策が国内外で重要な施策テーマになっていることを踏ま

え、区としての食品ロス対策を計画的に進めます。 

○区民・事業者への情報発信【継続】 

引き続き、ごみ減量にかかる効果的な情報発信を図っていきます。 

○区民・事業者との連携【改善・継続】 

区民の主体的な取り組みを支援するため、区は情報提供やコーディネーターとしての役割を果た

していきます。事業者に対しても、包装材や食品ロスの削減などを通じ、消費者にごみ減量行動

を働きかけられるよう、引き続き連携を図っていきます。 

また、各主体の情報交換・交流の場の創出にも引き続き取り組んでいきます。 

 

○プラスチック製容器包装分別収集の導入検討【新規】（※計画改定ポイントとして取り上げ） 

資源リサイクルの一層の推進に向け、現在の食品トレイ・ボトル類回収に代わり、プラスチック

製容器包装全体の分別収集を導入することの是非について検討します。 

○事業者の自主的取り組みの促進【継続】 

店頭回収や下取り・引き取りなど、事業者による自主的な資源回収を引き続き促していきます。 

○事業系ごみのリサイクルの促進【継続・強化】（※計画改定ポイントとして取り上げ） 

事業者への指導など、事業系ごみのリサイクルの促進に向けた取り組みを強化します。 

○集団回収の活用【継続】 

集団回収について、再生資源市場の動向を注視しつつ、引き続き継続・拡大を図っていきます。 

 

○適正分別・適正排出の徹底【継続・強化】 （※計画改定ポイントとして取り上げ） 

資源分別の徹底や不適正排出の防止など、引き続き取り組んでいきます。 

○有害物質等の適正処理【継続】 

水銀等の有害物質や爆発性のある危険物など適正処理を継続します。 

○事業所への情報提供・指導【継続・強化】 （※計画改定ポイントとして取り上げ） 

民間収集への移行や有料ごみ処理券の適正貼付指導を継続するとともに、資源分別の徹底を強化

していきます。 

○ごみ有料収集等の調査・検討【継続】 

都区部や東京都との連携を取りながら引き続き検討していきます。 

○災害廃棄物対策【新規】 

東京都の災害廃棄物処理計画策定をふまえ、区としての災害廃棄物対策の重要性を示します。 

 

基本方針 計画改定の考え方（案） 審議会ご意見 

プラスチック製容器包装の分別収集による資源化推進 

《取り組みの方向性》 

○ プラスチック製容器包装の分別収集導入に向けた検討を実施 

《主なご意見》 

○ 国の動向について 

○ リサイクル手法、選別施設の確保について 

○ SDGs未来都市に関連して 

 

など 

事業系ごみ対策 

《取り組みの方向性》 

○ 民間処理への移行促進とともに、適正排出（ごみ処理券貼

付、分別徹底）を促進 

《主なご意見》 

○ 事業者の採算について 

○ 新型コロナの影響について 

○ 商店街について 

など 

その他計画全般 

《主なご意見》 

○ 新型コロナウィルス感染症拡大に伴う感染防止対策等の対応 
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